
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【シンポジウム】 

＜テーマ＞ 

「学校、家庭、地域、関係機関が 

連携して子供を守るには」 
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客観的ものさし 

地 域 安 全 マ ッ プ づ く り を 中 核 と し た 取 組 

 

新潟県教育庁保健体育課 

                            副参事・指導主事 中澤 正明 

 

１ 地域安全マップづくりでの学び 

(1) 地域安全マップ 

「入りやすい」、「見えにくい」という犯罪の起きやすい２つの判断基準を基に、子ども 

自ら街を歩いて判断し犯罪が起こりやすい場所を風景、写真を使って書き込んだ地図。 

(2) 地域安全マップづくりフィールドワーク・地域安全マップづくり・公開授業 

  ① STEP１：事前学習 

     犯罪者  ≠ マスク、サングラスなど、怪しい格好をしている 

             

     「人」を見た目で判断するのではなく、「場所（景色）」に着目  

 

  「人」はウソをつくが、場所（景色）はウソをつかない    

  ② STEP２：地域安全マップづくりフィールドワーク・地域安全マップづくり 

          

・誰でもが 「入りやすい」場所 

                       ・誰からも 「見えにくい」場所 

  ③ STEP３：公開授業（児童の感想から）                                            

      ア 危険な場所のキーワードは、「入りやすい」、「見えにくい」ということが分かった。 

イ もしこの勉強をしていなかったら、黒い服を着てマスクをしている人だけが危険な人 

だと思っていた。でも、普通の服を着ている人でも危険な人がいるということが分か 

った。家族にもこのことを伝えたい。 

   ウ 将来、大人になったら、危険の無い、安全安心な町をつくりたい。 

 

２ 教育課程への位置付け 

(1) 安全計画（例：小学校学級活動での防犯避難訓練の位置付け） 

学
級
活
動 

 4   月 5   月 6   月 

低学年 

◎安全な登下校 

・安全な給食配膳 

・子ども110番の家の場所 

・休み時間の約束 

◎防犯避難訓練の参加の仕方 

・遠足時の安全 

・運動時の約束 

・雨天時の約束 

◎プールの約束 

・誘拐から身を守る 

中学年 

・通学路の確認 

◎安全な登下校 

・安全な清掃活動 

・誘拐の起こる場所 

・休み時間の安全 

◎防犯避難訓練への積極的な参加 

・遠足時の安全 

◎防犯教室（3年生） 

・雨天時の安全な過ごし方 

◎安全なプールの利用の仕方 

・防犯にかかわる人たち 

高学年 

・通学路の確認 

◎安全な登下校 

・交通事故から身を守る 

◎身の回りの犯罪 

・休み時間の事故とけが 

◎防犯避難訓練の意義 

・交通機関利用時の安全 

・雨天時の事故とけが 

◎救急法と着衣泳 

・自分自身で身を守る 

・防犯教室（4・5・6年生） 

  ※ いきなり、「防犯避難訓練」を実施しない。「防犯避難訓練への参加の仕方」・「防犯避難 

訓練の意義」・「防犯教室」などを様々な教科領域と関連付けながら、教育課程にどのよう 

に位置付けるか、各学校で工夫が必要。 

(2) 防犯教育についての留意点 

    学級活動・社会科・学校行事・総合的な学習の時間などで。子どもの思考がつながるよ

うに、キーワード『誰でもが「入りやすい」・誰からも「見えにくい」』を共通なものさし

として「人」に着目するのではなく、「場所（景色）」に着目し、景色読解力を身に付ける

ことが重要。 

犯罪者が好む場所   ＝      



子どものちから 
 

 
 

子どもだけで行動する機会が多い日

本では、子ども自身の「身を守る力」

が欠かせません。予防力（観察）、距

離感、対処力（逃げる、伝える）な

どの安全力を、体験をとおして確認

することが効果的です。また、「逃げ

こめる場所」など、地域を知ること

は防犯の準備となります。 

 

大人のちから 
 

 
 

犯罪情勢のみならず、子どもたちが

「子どもだけの状態になりやすい」

ことを理解し、保護者、学校、地域

（自治体等含む）の大人たちの連携

で「空白地帯」をなくす努力が欠か

せません。さらに、身近な大人によ

る「子どものちから」を引き出す安

全教育も、大人のちからです。 

 

地域のちから 
 

 
 

「見守り」と「助け合い」が目的です。 

そして、活動する姿を見せることで

「犯罪が起きにくい環境づくり」の効

果を生み出すことができます。 

欠かせないのが「あいさつ」です。 

あいさつは、見守り・助け合う地域の

基礎となるだけでなく、子どもたちへ

の大切なメッセージでもあります。 

 

③予防力（観察力） 

みんなで育もう！子どもたちの安全と安心 
 

～見守りの推進と子どもたちへの防犯指導～ 
 

うさぎママのパトロール教室 

主宰・安全インストラクター 

武田 信彦 
 

■ 子どもを守る３つのちから 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

■ 安全セミナー（防犯指導）のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

■ すぐに使える無料コンテンツ 
 

 

 

 

 

 

 

 

②ひとりになるとき、どんなとき？ 

①ひとりにならない 
④距離感 

⑤断る 

⑥逃げる 

⑦伝える 




